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たけはら美術館特別展

没後 50年　池 田 勇 人 特 別 展
　　― 日 本 を 変 え た 男 ―
　　 10/24（土）～ 12/23（水）
　戦後 70 年、第 2次世界大戦の敗戦からわずか 20 年余

りで世界第２位の経済大国に上り詰めた日本。世界史上、

類を見ないスピードで復興し、高度経済成長を成し遂げ

たその復活劇は、「奇跡」と称賛されました。

　今から 50 年前、日本の行く末を案じながら、奇跡の

成長を見届け、静かに息を引き取った一人の男がいまし

た。第 58 ～ 60 代内閣総理大臣池田勇人。

「国民諸君とともに歩む道が前進する歴史の法則にかなう」

　これは池田勇人の言葉です。彼が目指した国づくりは、

国民の能力を信じ、国民に希望を与えるところから始ま

りました。

　日本の繁栄と国民生活の安定をひたすらに願い、ただ

ただ真っ直ぐに生きぬいた 65 年間。

　没後 50 年の節目に、そんな池田勇人の生き方を多く

の人に伝えるために、特別展を開催します。

　ぜひ、ご来館ください。

問い合わせ　たけはら美術館　☎２２-３５５８

ひろしま給食 100 万食プロジェクト

没
後
50
年  
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展

　

  

日   
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を   

変   

え   

た   

男

入館料　一 般 500（400）円、高大生 300（240）円、
　　　　中学生以下・75 歳以上無料
※（　）内は 20 人以上の団体料金、ＪＡＦ会員料金
開館時間　９時から 17 時（入場は 16 時 30 分）
　　　　　（10 月 24 日は 13 時から開場）
※特別展準備のため、10/13 ～ 10/23 は休館します。

まんさい！ひろしまご飯

食　品 分量 (４人分 ) 切り方 作り方

米
　酢
　砂糖
　塩
　レモン汁
たこ
広島菜漬け
ちりめんじゃこ
梅干し
白ごま

２合
大さじ２
小さじ４
小さじ１/２
小さじ２
１００ｇ
１００ｇ
２０ｇ
２個
適量

小口切り
細かく刻む

細かく刻む

①米を炊く。

②合わせ酢を作り、炊き上がったごはんに混ぜる。

＊市販の合わせ酢にレモン汁を加えてもできます。

③たこ、広島菜漬け、ちりめんじゃこをからいりする。

④②の酢飯に③の具を混ぜる。

⑤梅干し、白ごまを混ぜる。

レモンのさわやかさが味をひきたて、

とても食べやすい混ぜご飯です。

　「ひろしま給食 100 万食プロジェクト」は、県民みんなで広島ならではの給食

メニューを食べることで、「食」に関する理解や意識を高めようと県全体で展開

する取組のことです。

　地場産物などを使った栄養バランスのよい、ひろしま給食メニューとして、

「まんさい！ひろしまご飯」が選ばれました。この料理は市内全ての小・中学校

で「ひろしま食育ウィーク」中の 10 月 23 日 ( 金 ) に、給食で出されます。

　広島県産の食材を豊富に使った混ぜご飯です。学校給食メニューを家庭でも

作って味わってみてください。

問い合わせ　学校給食センター　☎ 22-2350
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池
田
勇
人
伝
（
３
）

　ー
日
本
を
変
え
た
男
ー

言
葉
に
込
め
ら
れ
た
真
意

　

政
治
家
と
な
っ
た
勇
人
は
、
第
三

次
吉
田
内
閣
で
大
蔵
大
臣
に
指
名
さ

れ
、
そ
の
後
も
要
職
を
歴
任
し
、
つ

い
に
総
理
大
臣
と
な
り
ま
す
。

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
政
治

家
と
な
っ
た
勇
人
の
言
葉
と
、
そ

の
国
づ
く
り
へ
の
想
い
を
紹
介
し

ま
す
。

「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」

　

こ
れ
は
、
勇
人
の
言
葉
の
中
で
も
、

特
に
有
名
な
も
の
の
一
つ
で
す
。

　

当
時
の
勇
人
は
大
蔵
大
臣
を
務

め
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
む

日
本
経
済
の
立
て
直
し
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
飛
び
出

し
た
の
が
、
こ
の
「
麦
飯
発
言
」

で
す
。

「
経
済
の
原
則
か
ら
い
え
ば
、
高

収
入
の
人
は
高
い
米
を
食
べ
、
低

収
入
の
人
は
安
い
麦
を
食
べ
る
」

　

勇
人
は
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
収

入
に
あ
っ
た
生
活
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
真
意
は
誤
解
さ
れ
、
大

き
な
批
判
を
浴
び
ま
し
た
。

　

勇
人
は
経
済
の
立
て
直
し
に
向

け
、
国
民
に
そ
の
覚
悟
を
説
い
た

の
で
す
。

「
私
は
嘘
を
申
し
ま
せ
ん
」

　

歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
か
ら
、
勇

人
は
度
々
マ
ス
コ
ミ
に
叩
か
れ
、

窮
地
に
陥
り
ま
す
。
し
か
し
、
不

思
議
と
勇
人
の
周
り
に
は
人
が
集

ま
り
、
彼
を
上
へ
上
へ
と
押
し
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
勇
人
が
「
信
頼
で
き
る

人
」
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
で
愛
想
が
な
い

と
言
わ
れ
る
勇
人
で
し
た
が
、
決

し
て
言
い
訳
は
せ
ず
、
約
束
は
必

ず
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

　

人
を
裏
切
ら
な
い
、
有
言
実
行

の
実
直
な
男
。
そ
ん
な
勇
人
に
人
々

は
惹
き
付
け
ら
れ
、
彼
を
総
理
大

臣
に
ま
で
押
し
上
げ
た
の
で
す
。

「
賃
金
２
倍
、
月
給
２
倍
」

　

昭
和
35
年
、
総
理
大
臣
と
な
っ

た
勇
人
は
成
長
率
年
平
均
９
％
の

高
度
経
済
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

　

前
代
未
聞
の
挑
戦
で
し
た
が
、

勇
人
に
は
、
勤
勉
で
優
秀
な
日
本

人
な
ら
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
理
に
な
っ
た
直
後
、
勇
人
は

今
後
10
年
間
で
所
得
を
倍
に
す
る

と
い
う
「
所
得
倍
増
計
画
」
を
発

表
し
ま
す
。

　

最
初
は
人
気
取
り
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
数
字
に
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
、
や

が
て
「
所
得
倍
増
計
画
」
は
国
民

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
勇
人
は
そ
の

期
待
を
一
身
に
背
負
い
ま
し
た
。

　

勇
人
は
国
民
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
次
々
に
政
策
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

昭
和
39
年
に
は
そ
の
集
大
成
と

な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
幹
線
を
は
じ
め
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
た
め
の
大
規
模
公
共
事
業
は

経
済
成
長
を
後
押
し
し
、
「
東
洋

の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
年
10
％
以

上
の
経
済
成
長
を
実
現
。
国
民
所

得
も
、
目
標
と
し
た
10
年
を
待
た

ず
に
倍
増
し
ま
し
た
。

　

こ
の
奇
跡
の
成
長
で
、
日
本
は

世
界
に
認
め
ら
れ
、
敗
戦
で
自
信

を
失
っ
て
い
た
国
民
は
、
再
び
自

信
と
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

たけはら美術館特別展　没後50年池田勇人展ー日本を変えた男ー　　会期　10月24日（土）～12月23日（水）

▲東京オリンピック開会式
　（下から三段目左から３人目が勇人）

「
政
治
と
は
、
国
民
を
幸
せ
に
す

る
こ
と
で
あ
る
」

　

勇
人
は
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、

そ
れ
を
実
現
し
た
の
で
す
。

「
経け

い

国こ
く

済さ
い

民み
ん

」

　

勇
人
は
、
揮き

毫ご
う

を
頼
ま
れ
た
と

き
、
好
ん
で
書
い
た
言
葉
が
あ
り

ま
す
。

　

「
国
を
経お

さ

め
、
民
を
済す

く

う
」
と

い
う
意
味
で
、
「
経
済
」
の
語
源

と
な
っ
た
「
経
国
済
民
」
で
す
。

　

勇
人
が
こ
の
言
葉
を
好
ん
だ
背

景
に
は
、
両
親
か
ら
託
さ
れ
た
想

い
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
勇
人
は
父
か
ら

「
国
の
た
め
に
な
る
人
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
い
聞
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
官
僚
時
代
に
は
母
か
ら
、

「
立
派
な
役
人
に
な
っ
て
国
の
た

め
に
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

勇
人
は
両
親
か
ら
託
さ
れ
た
想

い
と
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、
日
本

を
世
界
に
羽
ば
た
か
せ
る
礎
を
築

い
た
の
で
す
。

　

全
３
回
に
渡
り
、
竹
原
市
出
身

の
偉
人
、
池
田
勇
人
の
言
葉
と
人

生
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
彼

を
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
。

　

た
け
は
ら
美
術
館
で
は
、
10
月

24
日
㈯
13
時
か
ら
『
没
後
50
年　

池
田
勇
人
展
―
日
本
を
変
え
た
男

―
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
池
田
勇
人
伝
」
で
は
語
り
切

れ
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介

や
、
彼
の
愛
用
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い

参
考
図
書

　

土
師
二
三
生

　

『
人
間　

池
田
勇
人
』

　

伝
記
編
纂
所
編

　

『
人
間
池
田
勇
人
』

　

小
林
吉
弥

　

『
花
も
嵐
も

　

宰
相
池
田
勇
人
の
男
の
本
懐
』

問
い
合
わ
せ

　

文
化
生
涯
学
習
室

　

☎
22-

７
７
５
７
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保育所名
電話

実施日
実施内容

(実施時間 9:00 ～ 11:30)

竹原保育所

☎ 22-2644

26 日（月）

27 日（火）

28 日（水）

･エプロンシアター /大型絵本

･給食試食会（※）

･手品

大井保育所

☎ 22-2515

26 日（月）

27 日（火）

28 日（水）

･給食試食会（※）

･運動会ごっこ

･大型絵本 /エプロンシアター

吉名保育所

☎ 25-1114

27 日（火）

28 日（水）

29 日（木）

･絵本の読み聞かせ

･バルーンアートで遊ぼう

･給食試食会（※）

中通保育所

☎ 22-2607

28 日（水）

29 日（木）

30 日（金）

・給食試食会（※）

・音楽会

・絵本の読み聞かせ

竹原西保育所

☎ 22-5290

28 日（水）

29 日（木）

30 日（金）

・歌に合わせてマッサージ（※）

・運動会ごっこ

・給食試食会（※）

保育所名
電話

実施日
実施内容

(実施時間 9:00 ～ 11:30)

賀茂川
こども園
☎ 29-0371

２日（月）

４日（水）

５日（木）

・給食試食会（※）

・園庭開放/エプロンシアター

 / パネルシアター他

･寄せ植え講座 実費500円（※）

明星こども園
☎ 26-2845

４日（水）

５日（木）

６日（金）

・フラワーアレンジメント（※）

・バルーンアートで遊ぼう

･手作りおやつ実演と試食会

東野保育所

☎ 29-0545

４日（水）

５日（木）

６日（金）

・歌に合わせてマッサージ（※）

・運動会ごっこ

・給食試食会（※）

大乗こども園
☎ 24-1950

９日（月）

10 日（火）

11 日（水）

・苔玉づくり（※）

･ 音楽会

・給食試食会（※）

忠海東部
こども園
☎ 26-0228

11 日（水）

12 日（木）

13 日（金）

・運動会ごっこ

・給食試食会（※）

・花器を作って遊ぼう

　あなたの子育てを市内すべての保育所が応援します。期間中、保育所で

は様々な催しを行います。お気軽に保育所に出かけてみてください。

　このキャンペーンは広島県内の保育所が一斉に行います。竹原市では、

保育連盟・市・市内各保育所が中心となって行います。

実施期間　10 月 26 日（月）～ 11 月 13 日（金）

問い合わせ　子ども福祉室　☎ 22-7742

（広島県の子ども元気いっぱい

　　　キャラクターイクちゃん）

あなたの保育所づくりしませんか　キャンペーン実施

◎育児相談・育児サークルは全日程、終日行います。

※印は、３日前までに予約が必要です。申込人数によっては、お断りすることがあります。

地域ぐるみで取り組む鳥獣被害対策
鳥獣被害対策の確認をしよう！

　動物たちは、冬に備え、体力、栄養を蓄えるた

め餌を求めて必死に餌場を探しています。冬こそ

油断せずに鳥獣被害対策を徹底しましょう。

○電気柵について

　電気柵の線の高さは、イノシシ対策なら 20cm、

40cm、60cm、シカ対策なら 30cm、60cm、90cm、

120cm、150cm が目安です。

　鼻で匂いを嗅いで、口にしてみる動物の習性を

利用して通電させる仕組みです。厚い毛皮におお

われた身体の部分では十分な通電はできません。

　通電が起こるように、電気柵はアスファルト面

等から 50cm 程度離れた位置に設置し、漏電して

いないか電圧チェッカーで確認しましょう。電圧

は 4000 ボルト以上必要です。

　電牧器のスイッチは原則 24 時間、１年中、通

電するように心がけましょう。

※電気柵を設置する場合は電気事業法の遵守が必要

　です。危険表示を設置しましょう。また、家庭用

　コンセントから電気を供給する場合には、必ずＰ

　ＳＥマーク表示のある電源装置を使用し、危険防

　止のため漏電遮断装置を設置しましょう。

ＰＳＥマークとは？

　電気用品安全法により、安全性が確認された電

気製品に表示が義務付けられたマークのこと。

問い合わせ

　産業振興課農林水産振興係

　☎２２-７７４５
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　市内にお住まいの 20 歳未満の児童を扶養しているひとり親家庭の父母が対象です。

　※申請前に事前相談が必要です。

ひとり親家庭の父母の就業・修学を支援します！

●高等技能訓練促進費等事業

　就業に有利な資格を取得するため養成機関で修

業する場合 ､訓練促進費を支給し、修業している

間の生活の負担軽減を図ります。

※ただし、平成 25 年度以降に修業を開始した人

　は、上限が２年です。

支給対象　次のすべてに該当する人

①児童扶養手当を受給している、または同等の所

　得水準であること

②養成機関において２年以上のカリキュラムを修

　業し ､対象資格の取得が見込まれること

③仕事または育児と修業の両立が困難であること

対象資格

　看護師（准看護師）、介護福祉士、保育士、理

学療法士、作業療法士、その他市長が特に必要と

認める資格

支給額　市民税非課税世帯　月額 100,000 円

　　　　市民税課税世帯　　月額　70,500 円

※修業期間終了後に一時金の支給あり。

●自立支援教育訓練給付金事業

　就業に結びつく可能性の高い指定教育訓練講座

を受講した場合に、経費の一部を支給します。

支給対象　次のすべてに該当する人

①児童扶養手当を受給している、または同等の所

　得水準であること

②雇用保険の教育訓練給付の受給資格を有してい

　ないこと

③教育訓練を受けることが適職につくために必要

　であること

対象講座

　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座

支給額

　本人が支払った費用の２割（10 万円を上限と

し、4,000 円以下は給付の対象外）

問い合わせ

　子ども福祉室

　☎２２-７７４２

広島市農林水産振興センター研修制度の受講募集
　市内在住または広島市在住で、市内に農地をもち帰農される

人は、次の研修制度を活用することができます。

　平成 28 年４月１日から１年間の研修生を、募集します。

　研修受講料は無料です。

　研修制度の活用を希望される人は、お問い合わせください。

「ふるさと帰農支援」

　農家出身（農地を所有）で、農家として生産販売を行う人を

対象に、１年間（週２日）野菜や花の基礎的な栽培方法の習得

を目的とした研修です。

「“チャレンジ”女性農業者育成」

　農家の女性で農家として生産販売を行う人を対象に、１年間

（週２日）野菜や花の基礎的な栽培方法の習得を目的とした研

修です。

日時　どちらの研修も毎週火曜日・木曜日

　　　９時～ 15 時（７月・８月は、６時 30 分～ 12 時）

場所　広島市農林水産振興センター

申し込み・問い合わせ

　所定の申込用紙に必要事項を記入し、11 月 30 日（月）（当

日消印有効）までに、広島市農林水産振興センター農業振興課

（広島市安佐北区深川８丁目 30 番 12 号 ☎ 082-842-4421）ま

たは、産業振興課農林水産振興係（☎ 22-7745）へ

暴力団追放市民総決起集会

　一致団結して暴力団を追放する

ため、暴力団追放市民総決起集会

を開催します。

　自由で、平和な、明るく、住み

よいまちづくりのため、総決起集

会に結集しましょう。

日時　10 月 17 日（土）　９：30 ～

場所　市民館ホール

内容

　大会宣言、シュプレヒコール、

街頭パレード　など

※駐車場は、市職員駐車場（保健

　センター横）をご利用ください。

※広島県警察音楽隊によるマーチ

　ングバンドの披露も行います。

問い合わせ

　竹原市暴力団追放市民協議会事

務局（まちづくり推進課生活環境

係内）

　☎２２-２２７９


